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追加機能説明　：　「水中ダイバー位置把握及び注意喚起装置」

何処に使うか 具体的な機能 期待される効果

１、根固ブロック据付時接触防止

a

起重機船オペレーター席より、水
中下のダイバー位置を把握

目的物の状況を確認しながら、
ダイバーの安全を確保できる。

２、被覆ブロック据付時注意喚起

３、水面下のダイバー位置把握

「高性能ソナー」

４、深層部、狭い場所、及び人が
入れない危険な場所でダイバー
の配置をしないでＲＯＶ水中カメ
ラで施工できる。

b

水中下のダイバーに目的物が近
づくとクレーンのオペレータに注
意喚起

水中下の目的物設置時にダイ
バーの位置を確認しながら施工
ができる。

c

ダイバーを配置しないで目的物
を設置

潜水士の負担が軽減できる。
潜水士の安全を確保できる。

ボンベにダイバー用トラ

ンスポンダーを設置する。

位置情報取得ソナー トラポン

ＧＰＳ

ＧＰＳ（公共座標）連動トラポン
ダイバー、ＲＯＶ監視機器



　【　概　要　】

水中下のダイバーのボンベに取り付けたトランスポンダをＳＳＢＬ方式で

（Ｓｕｐｐｅｒ　Ｓｈｏｒｔ　Ｂａｓｅ　Ｌｉｎｅ）測位する。

船上及び陸上の監視機器により水中のダイバーの行動を監視するとにより安全を確保する。

概要説明
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追加機能説明　：　「水中測位装置ダイバートラポン仕様書」

本装置はトランスポンダ（受信機）をダイ
バーの空気タンクに取り付ける。（写真）

船上に、トランポンダ（発信機）を設置す
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